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コ
メ
以
外
の
作
物
が
出
で
き
た
ら
、
農
協
は
現
在
、
非
農
家
の
准
組
合

園
芸
生
産
が
盛
ん
な
他
産
地
に
と
っ
員
が
正
組
合
員
よ
り
も
多
い
。
准
組

て
脅
威
に
な
る
。
合
員
は
消
費
者
で
も
あ
る
が
、
こ
れ

新
潟
県
は
人
口
規
模
が
大
き
く
、
ま
で
意
見
を
言
う
場
が
な
か
っ
た
。

県
内
に
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
消
費
者
の
目
線
を
取
り
入
れ
る
た
め

こ
と
も
強
み
だ
。
食
品
加
工
、
流
通
に
も
、
准
組
合
員
の
経
営
参
画
は
必

産
業
も
そ
ろ
っ
て
い
る
の
に
、
現
状
須
だ
。

は
う
ま
く
連
携
で
き
て
い
な
い
。
県
新
潟
が
変
わ
れ
ば
全
国
の
農
協
が

外
に
コ
メ
を
売
る
の
を
頑
張
る
の
も
変
わ
る
。
ぜ
ひ
改
革
を
進
め
て
い
つ

い
い
が
、
県
内
消
費
の
拡
大
を
目
指
て
ほ
し
い
。

す
こ
と
も
大
切
だ
。

他
産
業
と
協
調
し
て

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
擁
し
コ
メ
産
出
額
が
全
国
1
位
の
新
潟
県
。
生

産
調
整
（
減
反
）
の
廃
止
や
新
興
ブ
ラ
ン
ド
米
の
登
場
、
農
協
改

革
な
ど
、
激
変
す
る
環
境
の
中
で
コ
メ
王
国
新
潟
は
ど
の
よ
う
な

し民針
て党路

言葉室
つ音Eる
た会ベ
。長き
のか

鷺
郎革
氏や

g習
を拡
は大
じに
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山
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忠
美
氏
の
案
内
で
、
中
越
地

込
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域
の
養
鯉
業
を
知
っ
た
。
棚
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は
や
却
代
の
生
産
者
が
ヨ

郎

一

｜

現
在
の
農
業
の
ど
こ
に
る
。
品
目
ご
と
の
農
業
共
済

l
ロ
ッ
パ
や
中
東
な
ど
に
輸

ゆ
山一

課
題
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。
で
は
な
く
、
農
業
経
営
体
に
出
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動

匡

一

「
日
本
の
農
業
の
一
番
の
対
す
る
収
入
保
険
を
新
設
し
て
い
る
。
人
口
減
少
や
高

、
I
一
課
題
は
、
稲
作
、
特
に
コ
メ
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
伴
う
リ
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で

泉
一

量
産
業
一
番
も
う
か
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
」
の
、
一
つ
の
稼
げ
る
産
業
と

よ

r一
っ
て
い
な
い
こ
と
。
高
齢
化
｜
中
山
間
地
は
ど
の
よ
う
し
て
錦
鯉
は
面
白
い
」

ノ
一
も
他
品
目
よ
り
進
ん
で
い
に
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
「
佐
渡
の
酒
造
会
社
は
英

一
る

。

こ

れ

ま

で

は

コ

メ

で

も

か

。

語

の

ホ

l
ムベ
l
ジ
を
作
っ

一
う
か
ら
な
い
と
国
を
突
き
上
「
復
興
政
務
官
時
代
に
お
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
注
文

一
げ
、
補
助
金
を
勝
ち
取
ろ

一
う
と
し
て
き
た
。
本
来
は

一
も
う
か
る
た
め
に
何
を
す
べ

一
き
か
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

一
か
」

一

「
国
は
コ
メ
以
外
の
野
菜

－
や
果
樹
を
組
み
合
わ
せ
た
複

合
経
嘗
を
後
押
し
し
て
い

野
菜
、

「もうかる」方法考えて

新
潟
県
は
コ
メ
へ
の
こ
だ
わ
り
が

強
い
が
、
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
。

野
菜
、
果
物
な
ど
い
ろ
ん
な
も
の
を

作
れ
る
応
用
力
が
あ
り
、
信
用
力
も

あ
る
。
首
都
圏
に
も
近
い
。
こ
れ
で
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授
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生
産
性
向
上
が
必
要
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て
い
る
県
は
野
菜
で
叩
勾
当
た
り
印
の
差
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
。

万
i
1
0
0万
円
を
稼
ぐ
が
、
コ
メ
新
潟
も
1
0
0、
2
0
0か
規
模

は
叩
万
円
程
度
。
従
っ
て
コ
メ
の
作
の
経
営
を
増
や
し
、
生
産
性
向
上
に

付
け
比
率
が
高
い
新
潟
や
北
陸
各
県
取
り
組
申
必
要
が
あ
る
。
販
売
力
を

は
「
農
業
嚢
退
県
」
に
区
分
け
さ
れ
確
保
す
る
上
で
は
業
務
用
米
が
強

る

。

い

。

実

需

者

の

要

望

に

ビ

ビ

ッ

ド

に

私
は
販
売
額
5
千
万
円
以
上
の
経
コ
メ
農
家
は
叩
年
後
に
激
減
す
反
応
で
き
る
体
制
作
り
が
重
要
だ
。

営
体
を
「
農
業
経
営
者
」
と
定
義
し
る
。
新
潟
は
農
家
1
万
人
で
コ
メ
印
農
業
が
も
う
か
る
産
業
に
な
る
か

て
い
る
が
、
新
潟
は
全
国
平
均
の
半
万
J
を
作
る
県
に
な
る
が
、
土
地
が
ど
う
か
は
経
営
者
次
第
。
経
営
者
の

数
し
か
い
な
い
。
コ
メ
の
土
地
生
産
広
大
で
大
規
模
経
営
が
多
い
北
海
道
全
国
公
募
や
、
研
修
機
関
の
設
置
も

性
が
低
い
た
め
だ
。
産
出
額
が
伸
び
は
同
じ
量
を
千
人
で
作
る
。
競
争
力
一
つ
の
手
だ
。

a甑

自民党筆頭副幹事長

大
和
総
研
主
任
研
究
員

中

里

幸

聖
氏
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）

で
は
い
け
な
い
と
い
う
自
覚
が
あ
ど
現
場
の
細
か
な
情
報
を
持
っ
て
い

り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
転
る
。
連
携
す
れ
ば
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
が
あ
る
。

新
潟
県
で
は
地
銀
の
第
四
銀
行
と
農
業
に
は
未
経
験
者
を
プ
ロ
に
育

北
越
銀
行
が
叩
月
に
経
営
統
合
す
る
て
る
仕
組
み
も
必
要
だ
。
組
織
化
や

が
、
農
業
の
活
性
化
に
向
げ
地
銀
と

6
次
産
業
化
、
輸
出
が
進
め
ば
資
金

農
協
が
連
携
し
て
は
ど
う
か
。
地
銀
需
要
も
増
え
て
活
性
化
す
る
。
新
潟

は
事
業
承
継
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
は
地
力
が
あ
り
、
戦
略
的
に
打
っ
て

り
、
食
品
産
業
や
建
設
業
な
ど
他
分
出
ら
れ
る
地
域
。

5
年
後
、
叩
年
後

野
と
パ
イ
プ
が
あ
る
。
農
協
は
農
地
を
見
据
え
て
動
け
る
か
ど
う
か
。
ま

の
状
祝
や
農
家
の
後
継
者
の
有
無
な
さ
に
勝
負
と
こ
ろ
だ
。

農
協
と
地
銀
連
携
を
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高
齢
化
が
進
み
、
離
農
者
が
増
え

る
農
業
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

祝
に
あ
る
。
農
協
改
革
も
、
探
刻
な

人
手
不
足
が
変
革
を
迫
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
。
農
協
自
身
も
今
の
ま
ま


